
         

優

し

さ

の

先

生 

        
 

 
 

 
 

 

赤

松 

青

海 

  



人

 

物

 
川

端

こ

の

葉

（

１

５

）

中

学

３

年

生

 

小

沢

彰

仁

（

１

５

）

こ

の

葉

の

同

級

生

 

磯

村

優

人

（

１

５

）

故

人

・

こ

の

葉

の

同

級

生

 

安

芸

静

希

（

１

５

）

こ

の

葉

の

友

人

 

栗

山

夏

帆

（

１

５

）

こ

の

葉

の

友

人

 

磯

村

妙

子

（

４

６

）

優

人

の

母

 

清

水

浩

（

４

１

）

教

師

 

校

長

（

６

０

代

）

 

教

頭

（

５

０

代

）

 

高

校

生
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○

葬

儀

場

・

式

場

内

 

祭

壇

に

磯

村

優

人

（

１

５

）

の

遺

影

。

 

磯

村

妙

子

（

４

６

）
、

祭

壇

の

優

人

を

見

て

、

ハ

ン

カ

チ

で

零

れ

る

涙

を

拭

う

。

 

制

服

姿

の

川

端

こ

の

葉

（

１

５

）
、

安

芸

静

希

（

１

５

）
、

下

座

で

妙

子

を

見

つ

め

、

栗

山

夏

帆

（

１

５

）
、

静

希

の

隣

で

転

た

寝

。

 

最

後

方

に

は

大

き

な

カ

メ

ラ

で

場

内

を

撮

影

す

る

メ

デ

ィ

ア

ス

タ

ッ

フ

。
 

妙

子

「

ご

め

ん

ね

、

何

も

、

出

来

な

く

て

」

 

後

方

か

ら

シ

ャ

ッ

タ

ー

を

切

る

音

。
 

こ

の

葉

、

膝

の

鞄

を

ぎ

ゅ

っ

と

握

る

。

 

妙

子

「

マ

マ

、

優

人

の

た

め

に

頑

張

る

。

法

廷

で

」
 

妙

子

、

強

気

な

語

調

で

言

う

が

、

優

人

の

遺

影

を

見

て

再

び

泣

き

出

す

。

 

パ

シ

ャ

パ

シ

ャ

と

カ

メ

ラ

音

が

う

る

さ

い

。

 

夏

帆

、

小

声

で

静

希

に

囁

く

。

 

夏

帆

「

静

希

さ

ぁ

、

カ

メ

ラ

ウ

ザ

く

ね

」

 

静

希

「

仕

方

な

い

よ

。

…
…

自

殺

だ

し

」

 

夏

帆

「

自

殺

っ

て

そ

ん

な

に

ヤ

バ

い

？

」
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こ

の

葉

「

夏

帆

」

 
夏

帆

「…
…

ご

め

ん

生

徒

会

長

」

 

参

列

者

が

列

を

作

り

、

焼

香

し

て

い

く

。

 
夏

帆

、

沈

黙

に

耐

え

き

れ

ず

、

人

差

し

指

を

ト

ン

ト

ン

し

な

が

ら

、

小

声

で

、

 

夏

帆

「

ウ

チ

も

死

に

て

～

っ

て

な

る

時

あ

る

。

テ

ス

ト

返

さ

れ

た

時

と

か

三

者

面

談

の

日

と

か

」

 

静

希

「…
…

あ

と

偏

頭

痛

ひ

ど

い

日

ね

」

 

夏

帆

「

そ

れ

。

あ

と

生

理

お

も

―
」

 

こ

の

葉

「

夏

帆

、

も

う

す

ぐ

私

ら

の

番

。

静

希

も

」

 

こ

の

葉

が

立

ち

上

が

っ

た

瞬

間

、

フ

ラ

ッ

シ

ュ

音

が

後

方

か

ら

大

量

に

聞

こ

え

る

。

 

小

沢

彰

仁

（

１

５

）
、

清

水

浩

（

４

１

）

を

伴

っ

て

式

場

に

入

っ

て

く

る

。

 

妙

子

、

小

沢

を

見

て

勢

い

よ

く

立

つ

。

 

妙

子

「

何

し

に

来

た

！

人

殺

し

！

」

 

清

水

「

す

み

ま

せ

ん

。

ご

気

分

を

害

さ

れ

た

の

は

分

か

り

ま

す

が

、

彼

も

焼

香

を

し

た

い

と

」

 

小

沢

、

ず

ん

ず

ん

進

み

焼

香

に

手

を

と

る

。

 

妙

子

、

焼

香

箱

を

払

い

、

焼

香

が

散

乱

。
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妙

子

「

ア

ン

タ

に

さ

せ

る

わ

け

な

い

で

し

ょ

！

」

 
小

沢

「…
…

優

人

は

自

殺

っ

す

」

 

妙

子

、

小

沢

を

押

し

出

し

て

場

外

に

出

す

。

 

妙

子

「

返

し

て

！

優

人

を

、

返

し

て

よ

ぉ

…
…

！

」

 

こ

の

葉

「

お

、

落

ち

着

い

て

く

だ

さ

い

！

」

 

こ

の

葉

、

妙

子

に

か

け

よ

り

、

肩

に

手

を

置

く

が

振

り

払

わ

れ

る

。

 

妙

子

「

邪

魔

す

る

な

ら

帰

れ

！

傍

観

者

！

」

 

カ

メ

ラ

が

騒

々

し

く

シ

ャ

ッ

タ

ー

を

切

る

。

 

こ

の

葉

の

鞄

か

ら

ノ

ー

ト

が

の

ぞ

く

。

 

 

○

槻

木

中

学

校

・

職

員

室

 

新

聞

紙

に

「

槻

木

中

学

自

殺

事

件

、

過

去

の

い

じ

め

加

害

者

に

遺

族

怒

り

」

の

見

出

し

。

 

教

員

が

真

剣

な

面

持

ち

で

勢

揃

い

す

る

。

 

清

水

、

校

長

（

６

０

代

）
、

教

頭

（

５

０

代

）

に

事

件

の

所

見

書

を

渡

す

。

 

校

長

「

清

水

先

生

、

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

す

。

す

み

ま

せ

ん

が

、

清

水

先

生

か

ら

本

件

の

概

要

を

説

明

し

て

い

た

だ

け

ま

す

か

？

」
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清

水

「

私

も

把

握

し

て

い

る

限

り

で

す

が

。

磯

村

優

人

君

の

自

殺

に

つ

い

て

、

始

ま

り

は

１

年

の

時

の

部

活

内

イ

ジ

メ

だ

そ

う

で

す

」

 

教

頭

「

磯

村

は
…
…

バ

ス

ケ

部

だ

っ

た

か

」

 

清

水

「

小

沢

彰

仁

君

を

中

心

に

し

た

三

人

が

、

バ

ス

ケ

の

上

手

く

な

か

っ

た

磯

村

君

を

い

じ

っ

た

こ

と

が

始

ま

り

で

す

」

 

教

頭

「

か

ら

か

い

の

内

容

は

？

」
 

清

水

「

プ

レ

イ

ミ

ス

で

ヤ

ジ

を

飛

ば

す

と

か

、

仲

間

は

ず

れ

に

す

る

と

か

で

す

。

ほ

ら

、

バ

ス

ケ

っ

て

一

人

じ

ゃ

ゲ

ー

ム

で

き

な

い

の

で

」

 

教

頭

「

問

題

は

小

沢

と

磯

村

が

同

じ

ク

ラ

ス

と

い

う

こ

と

だ

ろ

う

。

イ

ジ

メ

が

教

室

に

も

及

ん

だ

」

 

校

長

「

な

ぜ

、

何

も

出

来

な

か

っ

た

ん

で

す

か

？

」

 

全

て

の

教

員

が

俯

く

。

 

校

長

「

イ

ジ

メ

は

初

期

対

応

が

大

事

な

ん

で

す

よ

。

悪

ふ

ざ

け

だ

と

思

っ

た

で

は

済

ま

な

い

。

な

ぜ

早

期

対

応

で

き

な

か

っ

た

ん

で

す

か

？

」

 

清

水

「…
…

当

時

の

バ

ス

ケ

部

顧

問

は

新

人

で

そ

の

後

休

職

。

当

時

の

担

任

は

転

職

し

ま

し

た

」
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校

長

、

嘆

息

し

、

椅

子

に

深

く

腰

掛

け

る

。

 
清

水

「

話

を

戻

し

ま

す

。

磯

村

君

は

一

年

の

秋

以

降

不

登

校

に

な

り

ま

し

た

。

保

健

室

登

校

を

続

け

て

な

ん

と

か

卒

業

単

位

を

取

っ

て

い

ま

し

た

が

」

 

清

水

、

新

聞

紙

を

高

く

掲

げ

る

。

 

清

水

「

三

年

に

な

り

進

路

選

択

を

迫

ら

れ

、

そ

れ

が

ス

ト

レ

ス

と

な

り

自

殺

し

た

と

考

え

て

い

ま

す

」

 

新

聞

紙

の

見

出

し

記

事

を

叩

く

。

 

清

水

「

私

は

、

こ

の

記

事

に

あ

る

よ

う

な

小

沢

君

と

磯

村

君

の

自

殺

の

直

接

的

因

果

関

係

は

無

い

と

考

え

ま

す

。

葬

式

に

は

私

が

連

れ

て

き

ま

し

た

」

 

校

長

「

私

に

も

相

談

し

て

欲

し

か

っ

た

よ

」

 

清

水

「

そ

れ

は

…
…

、

す

み

ま

せ

ん

で

し

た

」

 

校

長

、

呆

然

と

天

井

を

見

る

。

 

校

長

「…
…

あ

と

数

年

で

定

年

だ

っ

た

の

に

」

 

記

事

に

は

「

被

害

者

遺

族

は

少

年

Ａ

、

校

長

、

区

教

育

委

員

会

に

損

害

賠

償

請

求

訴

訟

を

起

こ

す

つ

も

り

で

あ

る

」

と

あ

る

。

 

 

○

ゲ

ー

ム

セ

ン

タ

ー

・

外

観

（

夜

）
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古

い

ビ

ル

の

中

に

あ

る

小

さ

な

ゲ

ー

セ

ン

。

 

 

○

ゲ

ー

ム

セ

ン

タ

ー

・

店

内

（

夜

）

 
小

沢

、

対

面

の

高

校

生

と

対

戦

ゲ

ー

ム

。

 

画

面

の

キ

ャ

ラ

を

巧

み

に

操

作

し

、

勝

利

。

 

小

沢

、

退

屈

そ

う

に

溜

息

す

る

。

 

高

校

生

「

あ

？

何

？

」

 

対

戦

し

た

高

校

生

が

小

沢

に

詰

め

寄

る

。

 

小

沢

「

別

に

、

な

ん

す

か

？

」

 

高

校

生

、
「

小

沢

彰

仁

」

の

名

札

を

見

て

、

 

高

校

生

「

あ

！

お

前

人

殺

し

中

学

生

だ

ろ

！

」
 

小

沢

、

高

校

生

を

睨

む

。

 

高

校

生

「

ど

う

？

人

殺

し

た

気

分

。

さ

ぞ

爽

快

―
」

 

小

沢

、

高

校

生

の

横

顔

を

殴

る

。

 

高

校

生

「

て

め

ェ

ぶ

っ

殺

す

！

」

 

高

校

生

が

小

沢

に

つ

か

み

か

か

り

、

喧

嘩

。

 

 

○

フ

ァ

ス

ト

フ

ー

ド

店

・

テ

ー

ブ

ル

席

 

こ

の

葉

・

静

希

・

夏

帆

、

テ

ー

ブ

ル

席

で

ポ

テ

ト

を

摘

ま

ん

で

勉

強

し

て

い

る

。
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夏

帆

、

ポ

テ

ト

に

ソ

ー

ス

を

つ

け

食

べ

る

。

 
夏

帆

「

結

局

ウ

チ

ら

も

追

い

出

さ

れ

ち

ゃ

っ

た

の

マ

ジ

腹

立

つ

。

ウ

チ

ら

受

験

生

だ

よ

？

態

々

来

て

や

っ

た

の

に

。

磯

村

と

話

し

た

こ

と

も

な

い

」

 

静

希

「

私

と

こ

の

葉

ち

ゃ

ん

は

、

一

年

の

頃

同

じ

ク

ラ

ス

だ

っ

た

け

ど

。

ね

？

」

 

こ

の

葉

「

…
…

そ

う

だ

ね

」
 

こ

の

葉

、

鞄

を

抱

き

し

め

る

。

 

静

希

「

こ

の

葉

ち

ゃ

ん

、

大

丈

夫

？

」
 

こ

の

葉

「

…
…

え

？

う

ん

、

大

丈

夫

」
 

こ

の

葉

、

ポ

テ

ト

に

手

を

伸

ば

す

が

、

空

。

 

夏

帆

「

あ

、

ご

め

ん

！

ウ

チ

ば

っ

か

食

べ

て

た

！

」
 

こ

の

葉

「

い

い

よ

。

ち

ょ

っ

と

買

っ

て

く

る

。

ポ

イ

ン

ト

た

ま

っ

て

る

し

、

い

ま

ポ

テ

ト

安

い

か

ら

」

 

夏

帆

「

え

マ

ジ

で

？

あ

り

が

と

～

！

さ

す

会

長

！

」

 

こ

の

葉

と

一

緒

に

静

希

も

立

つ

。

 

静

希

「

私

も

行

く

。

ク

ー

ポ

ン

あ

る

か

ら

」

 

 

○

同

・

レ

ジ

前

 

こ

の

葉

・

静

希

、

レ

ジ

前

で

待

つ

。

 



             16                          15  

静

希

「

磯

村

君

の

こ

と

、

シ

ョ

ッ

ク

だ

っ

た

？

」

 
こ

の

葉

「

…
…

何

で

？

」

 

静

希

「

ず

っ

と

緊

張

し

て

る

感

じ

だ

か

ら

」

 

こ

の

葉

「

…
…

こ

れ

、

磯

村

に

渡

せ

な

く

っ

て

」

 

こ

の

葉

、

静

希

に

鞄

の

中

身

を

見

せ

る

。

 

静

希

「…
…

優

し

い

ね

。

さ

す

が

生

徒

会

長

」

 

静

希

、

順

番

が

来

て

カ

ウ

ン

タ

ー

に

行

く

。

 

静

希

「

あ

、

来

た

！

行

こ

！

」
 

こ

の

葉

、

小

声

で

呟

く

。

 

こ

の

葉

「

…
…

優

し

く

な

ん

て

な

い

よ

」
 

 

○

道

路

・

交

差

点

（

夜

）

 

こ

の

葉

、

交

差

点

の

先

の

静

希

・

夏

帆

に

手

を

振

り

、

帰

途

に

つ

く

。

 

帰

る

先

を

見

る

と

、

ゲ

ー

セ

ン

の

前

の

ゴ

ミ

捨

て

場

に

人

の

脚

が

見

え

る

。

 

駆

け

寄

る

と

小

沢

が

伸

さ

れ

て

い

る

。

 

こ

の

葉

「

小

沢

？

！

」

 

小

沢

「…
…

川

端

じ

ゃ

ん

。

大

丈

夫

、

か

す

り

傷

」

 

こ

の

葉

「

別

に

格

好

よ

く

な

い

。

ほ

ら

立

つ

」
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小

沢

、

頭

を

掻

い

て

立

ち

上

が

る

。

 

 

○

公

園

（

夜

）

 
こ

の

葉

、

小

沢

と

ブ

ラ

ン

コ

に

並

ん

で

座

る

 

小

沢

の

顔

に

、

花

柄

の

絆

創

膏

。

 

こ

の

葉

「

…
…

う

ん

、

可

愛

い

」

 

小

沢

「…
…

う

っ

ぜ

」

 

小

沢

、

苦

笑

の

後

、

こ

の

葉

と

笑

い

合

う

。

 

こ

の

葉

「

…
…

お

葬

式

、

来

た

の

意

外

だ

っ

た

」

 

小

沢

「

そ

ら

行

く

わ

。

俺

が

殺

し

た

も

同

前

だ

し

」

 

こ

の

葉

「

だ

っ

た

ら

傍

観

者

の

私

は

殺

人

幇

助

ほ

う

じ

ょ

だ

」

 

小

沢

「…
…

違

ぇ

よ

。

お

前

い

い

奴

だ

ろ

」

 

こ

の

葉

「

…
…

皆

、

勘

違

い

し

て

る

」

 

こ

の

葉

、

徐

に

鞄

か

ら

「

交

換

ノ

ー

ト

K
.K

 

a
n

d
 Y

.
I

」

と

書

か

れ

た

ノ

ー

ト

を

出

す

。

 

こ

の

葉

「

中

一

の

頃

、

女

子

の

間

で

交

換

日

記

が

流

行

っ

た

の

。

私

も

や

っ

て

た

。

磯

村

と

」

 

小

沢

「

え

っ

？

！

お

前

ら

、…
…

マ

ジ

？

！

」

 

こ

の

葉

「

教

員

っ

て

、

ぼ

っ

ち

の

子

が

い

る

と

、

友

達

役

を

立

て

る

の

。

私

に

そ

の

お

役

目

が

来

て

」
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小

沢

「…
…

ん

だ

よ

つ

ま

ん

ね

」

 

小

沢

、

退

屈

そ

う

に

ブ

ラ

ン

コ

を

揺

ら

す

。

 

こ

の

葉

「

あ

の

頃

、

学

級

長

に

な

る

の

が

夢

で

ポ

イ

ン

ト

稼

い

で

た

。

頑

張

っ

て

仲

良

く

し

て

た

の

。

で

も

そ

ん

な

魂

胆

、

磯

村

に

は

す

ぐ

バ

レ

た

」

 

ノ

ー

ト

に

「

無

理

し

て

仲

良

く

し

な

く

て

い

い

。

お

せ

っ

か

い
Y

.
I

」

と

あ

る

。

 

小

沢

「

う

わ

キ

モ

。

あ

い

つ

そ

う

い

う

所

あ

っ

た

」

 

こ

の

葉

「

磯

村

が

正

し

か

っ

た

よ

。

目

隠

し

挙

手

で

学

級

長

は

静

希

が

選

ば

れ

た

。

薄

目

開

け

て

見

た

ら

、

私

に

票

入

れ

た

の

、

磯

村

だ

け

だ

っ

た

」

 

小

沢

、

ノ

ー

ト

を

捲

る

こ

の

葉

を

見

る

。
 

こ

の

葉

「

私

、

元

々

優

し

く

な

い

。

磯

村

が

教

え

て

く

れ

た

の

。

…
…

私

み

た

い

な

や

な

奴

に

も

、

手

を

差

し

出

せ

る

の

が

、

…
…

本

当

の

優

し

さ

」

 

こ

の

葉

の

涙

が

ノ

ー

ト

を

ぬ

ら

す

。

 

小

沢

「…
…

最

後

、

焼

香

く

ら

い

し

た

か

っ

た

な

」

 

こ

の

葉

「

…
…

う

ん

」

 

ノ

ー

ト

の

一

番

新

し

い

頁

に

「

票

入

れ

て

く

れ

て

、

あ

り

が

と

ね

K
.K

」

と

い

う

伝

言

。
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